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汎用電源の出力側接続タイプ：ZBM20、DBM20
● オープンフレームタイプのZBM20
・ 出力保持時間：380ms（@20A出力時）
・ カバー付オプションあり

● DINレール取付専用タイプのDBM20
・ 出力保持時間：250ms（@20A出力時）
・ UL/cUL508認証取得

[選べる端子形状]
・ 標準品：ネジタイプ
・ /Eオプション: スプリングクランプ端子

もしもに備えて！
出力保持時間延長モジュール
をぜひご活用ください‼
予期せぬ入力瞬停などの
入力異常時にデータを保存
したり、安全に装置を停止
させる時間を確保したいん
だけど・・・
電源の出力保持時間だけで
は足りないんだよなあ・・・

そんな時は、
TDK-Lambdaが開発
した、もしもの時に備えて
保持時間を延長できる、
出力保持時間延長モジュー
ル（総称e-hold）を使うの
じゃ！

左：ZBM20（標準品）、右：ZBM20/A（カバー付き）

左：DBM20/E、右：DBM20（標準品）

出力保持時間を計算
できるツールも用意
するらしいぞ！
WEBへの公開を楽
しみにしておいてほ
しいのじゃ！

このツールで、型式
データからは読み取
れなかった細かい値
も計算できるように
なるんだね！
すごーい！

接続方法 電源の出力側に接続するだけ！

接続条件

接続イメージ図（DBM20）

入力 出力

出力保持時間延長モジュール
ZBM、DBMシリーズ

保 持 時 間 延 長 モ ジュール の
入力・出力端子は共通

電源 負荷

電源の出力電圧によって接続モジュールを選定
ZBM20：12/15/24Vタイプ、DBM20：24Vタイプをご用意
モジュールへの充電電流0.8A(Typ.)以上の出力可能な電源の選定が必要

詳細確認できるよ！

イメージ図

弊社推奨電源

※推奨電源を確認する  DBM20、ZBM20

e-holdはTDKラムダの登録商標です。

カタログは
こちら

負荷

保持時間延長モジュール
*+,-端子共に2系統用意

入力

電源

https://product.tdk.com/system/files/dam/doc/product/power/switching-power/pwr-acc/catalog/dbm_zbm_zbm-ac_j.pdf


じゃあ、ディレーティ
ングってなあに？

お客様の実使用環境/条件が
厳しいと、出力電流（電力）は
仕様規格書に記載の定格値よ
りも制限をかけて使用しなけ
ればいけないことをディレー
ティングと言うのじゃ。

TDKラムダ株式会社
〒103-6128 東京都中央区日本橋二丁目5番1号 日本橋髙島屋三井ビルディング

https://www.jp.lambda.tdk.com/ja/

仕様等、技術的なお問い合わせ 受付時間 平日9:00～12:00、13:10～17:00（弊社指定の休日を除く）

■お問い合わせ・ご用命は当社までどうぞ

■スイッチング電源に関して TEL：0120-507039　FAX：0120-178090
■ノイズフィルタに関して TEL：0120-518023　FAX：0120-178090

※1. このカタログの内容は改良のために予告なく仕様・デザインを変更することがありますのでご了
承ください。製品のご使用前には、各製品のカタログ・取扱説明書を必ずお読みください。正確に
は、納入仕様書をご請求いただき、内容をご確認ください。

※2. 掲載されている社名、製品名、サービスマーク等は、日本およびその他の国におけるTDK株式会
社、TDKラムダ株式会社またはその子会社の商標または登録商標です。なお、本文中では、一部を
除き、®とTMは明記しておりません。

※3. TDKコーポレートマークはTDK株式会社の商標または登録商標です。

パワーマッチングチャートがこのたび、
ウェブページで使用可能に！

大変お待たせしました。
お待たせしすぎたのか
もしれません。

ところで、パワーマッ
チングチャートってな
あに？ お客様に正しく・分か

りやすく・簡単に、
ディレーティングをシ
ミュレーションしてい
ただくツールだよ★

最近の製品は、ディレーティング条件が複雑化しています！
従来ダウンロードする必要があったパワーマッチングチャートを、このたびウェブページ化してより使い
やすく改良しました。ぜひご活用ください。※近日公開予定、初回リリースは、i3A、i6A、i7C

ディレーティングカーブ

周囲温度が高いため

出力電流が制限されている範囲

品番と使用条件を選択
すると、ディレーティン
グカーブが表示されま
す。また実使用条件(温
度・出力電流)を入力す
ると、ディレーティング
範囲内であるか確認で
きます。

実使用条件ディレーティングカーブ

基板搭載(オンボード)タイプには、
外付抵抗値の計算ツールもご用意します。




